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㉔ 4 2 0
放課後等デイサービスのガイドライン

の新しい情報を把握している
各自積極的に情報を確認に心がける習慣

学校、他事業所への挨拶や態度は丁寧

な対応になっている

保護者引き渡しの際に必要な説明を

行っている

子どもの状況を保護者と伝え合い共通

理解を持っている

引き渡し等、学校との情報共有は適切

に行われている
忙しない中でも話をお互いに出来ることが疎かにしない

医療的ケアが必要な場合、保護者と連

携を行えている
支援に関わる情報は備える心構え、知識の確認

利用児童の連携機関の情報共有相互理

解に努めてる

日々の支援の記録をして支援の検証改

善につなげている
記録をするスタッフが固定しがち。どんなことでも記録を残す。

定期的モニタリングを行い計画の見直

し等、判断をしている

ガイドライン総則の基本を踏まえて支

援を行っている
ガイドラインの学習の機械を必要とする

子どもの状況に応じ個別活動と集団活

動を組み合わせ支援をしている

開始時に内容,役割分担について確認し

ている
チェックノートは継続する。役割については計画的な課題とする

支援終了後は打ち合わせを行い気付い

た点等共有している
活動後の意見を記録に生かす

活動をチームで行っているか、単独で

判断していない
自らの支援方法を振り返る

活動内容を固定化せずに工夫を怠って

いないか
児童の得意分野、個性を生かす対案ができる

平日、休日、⾧期休暇にそれぞれ課題

を設定し工夫している
イベントを積極的に取り入れる

自己評価結果を確認しているか、支援

に生かされている

研修の機会を得たものを業務改善につ

なげている

子ども、保護者のニーズや課題を客観

的に分析した上で支援している
ニーズの捉え方に困難さがある時、偏らない考え方ができる事

設備等バリアフリー化の配慮は適切 その都度バリアフリーを意識した修理、措置を継続して行う

PDCAサイクルを理解し業務を改善する

ための振り返り等ができている
PDCAサイクルの理解の周知

保護者の意見等を把握し業務改善につ

なげている
保護者に直接関わらないスタッフへの共通意識
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職員の配置は適切 円滑に業務を行う為には、職員が足りていないのが現状
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㉕ 3 1 2

㉖ 5 0 1

㉗ 4 1 1

㉘ 6 0 0

㉙ 6 0 0

㉚ 6 0 0

㉛ 5 1 0

㉜ 4 1 1

㉝ 6 0 0

㉞ 6 0 0

㉟ 6 0 0

㊱ 5 1 0

㉔ 6 0 0

ヒヤリハットを事業所内で共有してい

る
個人記録とヒヤリハット重複しても記入が必要と思われる

対応力の向上を図る視点から相手の気

持ちを理解しようと努めている

自己評価を終えて…

今年度の評価については、勤務年数の大きな違いが評価に差をつけたと思います。ガイドラインの知識、運

営基準、保護者への相談業務、危機管理の配慮は積み重ねたキャリアから得るものでもあるので、それらを

今すぐに得られなくてもいいのではと思います。大切なのは分からないときに自己判断しないで経験のある

スタッフ、管理者等に報告、相談をしてグループとして繋がりを心がけて対応にあたることに努めていただ

きたいと思いました。

虐待防止の為職員の研修等適切に対応

しているか

身体拘束について正しい理解ができ、

対応できる

食物アレルギーについて、適切に対応

されているか

障害のある子ども,保護者との意思疎通

や情報伝達の配慮ができている

緊急時対応,防犯管理、感染症全てのマ

ニュアルを理解している

非常災害発生に備え適切な行動の認識

ができている
定期的な訓練の継続が必要

子どもや保護者からの苦情を迅速かつ

適切に対応してる
困難な状況において事前の対応に対する心構え

定期的な活動や行事の情報を発信して

る

個別にＬＩＮＥ等で活動の報告をしているがＨＰにも迅速に取り組

む

個人情報に注意してる

運営規程,支援の内容、利用者負担等の

説明ができる
知識に違いがあるので、不足していたら勉強

保護者からの子育ての悩みなど相談に

必要な支援を行うことができる


